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。
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あんずの丘では春の訪れを告げるあんずの花が満開
となり、辺りには甘い香りが広がりました。柔らかい
日差しの中、子どもたちの笑い声が響いていました。

（3月12日撮影）
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若
草
も
え
る
季
節
を
迎
え
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
は
ご
清
祥
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
ご
ろ
よ
り
市
議
会
に
対
し
ま
し

て
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
不
肖
私
は
、
先
に
開
か
れ

ま
し
た
臨
時
会
（
初
議
会
）
に
お
き

ま
し
て
、
議
員
各
位
の
推
挙
を
受
け
、

第
２
代
山
鹿
市
議
会
議
長
の
要
職
に

就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
私
自
身
に
と
り
ま
し

て
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
と
も

に
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
を
し
、
責
任
の
重
大
さ
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
は
あ
り
ま
す

が
、
誠
心
誠
意
努
力
し
、
職
責
を
全

う
し
て
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
端

を
発
し
た
ア
メ
リ
カ
経
済
の
影
響
を

受
け
、
百
年
に
一
度
の
金
融
危
機
と

言
わ
れ
る
状
況
に
あ
り
、
わ
が
国
で

は
、
輸
出
産
業
の
不
振
、
円
高
株
安
、

企
業
倒
産
、
失
業
者
の
急
増
、
加
え

て
政
治
の
混
迷
と
い
っ
た
具
合
に
、

先
行
き
が
不
透
明
で
、
将
来
に
希
望

を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
社
会
経
済

情
勢
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
地
方
経
済
の
低
迷
、
少
子

高
齢
化
社
会
の
進
展
、
過
疎
化
、
厳

し
い
財
政
運
営
な
ど
、
全
国
の
自
治

体
に
お
い
て
も
大
変
厳
し
い
状
況
下

に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
き
ま

し
て
は
、
合
併
後
４
年
が
経
過
を
し
、

足
固
め
の
期
間
を
終
え
て
、
新
市
と

し
て
本
当
の
意
味
で
の
ス
タ
ー
ト
を

切
る
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
現
下
の

厳
し
い
時
代
に
あ
っ
て
は
、
市
民
の

皆
様
の
英
知
を
結
集
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
、

ま
さ
に
地
域
力
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
か
ら
も
市
民
の
皆

さ
ま
と
の
協
働
に
よ
っ
て
「
明
る
く

元
気
な
ま
ち
」、「
誇
り
と
愛
着
を
持

て
る
ま
ち
」
そ
の
様
な
『
ふ
る
さ
と

山
鹿
市
』
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
何
よ
り
子
ど
も
た
ち
が
生

ま
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
山
鹿
市

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
地

方
分
権
型
社
会
や
複
雑
多
様
化
す
る

住
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た

め
、
市
執
行
部
と
の
緊
張
関
係
を
保

ち
つ
つ
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
市
の
発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
に

議
員
一
丸
と
な
っ
て
精
一
杯
取
り
組

む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

議
会
運
営
に
お
き
ま
し
て
は
、
議

員
間
の
論
議
を
充
分
行
な
い
な
が
ら

円
滑
な
る
運
営
と
な
る
よ
う
心
が
け

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
公
平
公
正

で
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

な
お
、
先
の
３
月
定
例
会
に
お
き

ま
し
て
議
員
定
数
に
つ
い
て
検
討
を

行
な
う
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
特
別
委
員
会
で
は
、
他

の
自
治
体
の
状
況
等
も
調
査
し
な
が

ら
委
員
会
の
活
発
な
議
論
に
よ
り
、

山
鹿
市
に
ふ
さ
わ
し
い
議
員
定
数
の

検
討
が
な
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

今
後
と
も
市
議
会
に
対
し
ま
し
て

温
か
い
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

山鹿市議会議長

横横手手啓啓介介 kkeeiissuukkee yyookkoottee

市長・議長就任の

ごあいさつ

こ
の
た
び
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、
無
投
票

再
選
と
い
う
栄
誉
で
二
期
目
の
市
政

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

私
は
、
新
山
鹿
市
の
初
代
市
長
と

し
て
、「
六
万
市
民
を
市
政
の
真
正
面

に
す
え
、
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め

の
山
鹿
市
の
創
造
」
を
市
政
運
営
の

基
本
理
念
と
し
て
、“
ま
ほ
ろ
ば
創

生
　
人
輝
く
温
も
り
の
都
市
や
ま
が
”

を
将
来
都
市
像
に
掲
げ
た
総
合
計
画

を
策
定
し
、
各
種
の
事
業
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
は
、
こ
れ
ま

で
の
計
画
か
ら
実
践
の
時
、
ま
さ
に

山
鹿
市
の
基
礎
を
築
く
重
要
な
時
で

あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
山
鹿
市
は
、
資
源
と
可

能
性
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
ふ
る
さ
と
で

あ
る
と
共
に
、
少
子
高
齢
化
、
地
方

分
権
と
厳
し
い
社
会
状
況
の
な
か
で
、

q
基
幹
的
産
業
で
あ
る
農
業
、
そ
し

て
農
村
地
域
の
活
性
化

w
『
山
鹿
市
の
顔
』
と
し
て
の
中
心

市
街
地
再
生
事
業

e
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
拠
点
と

し
て
の
市
立
病
院
の
さ
ら
な
る
改

善
、
発
展

r
少
子
化
が
急
速
に
進
む
中
で
の
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育

環
境
整
備

t
広
域
で
取
り
組
む
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
事
業
の
再
構
築

な
ど
、
難
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
山
鹿
市
が

大
き
く
飛
躍
す
る
た
め
に
は
、
恐
れ

ず
勇
気
を
も
っ
て
未
来
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
く
精
神
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。こ

の
困
難
の
先
に
あ
る
市
民
の
皆

さ
ま
の
大
き
な
幸
せ
の
た
め
に
、
私

は
、
こ
れ
ら
の
課
題
・
困
難
に
決
し

て
逃
げ
る
こ
と
な
く
、
真
正
面
か
ら

挑
戦
し
、
自
ら
の
す
べ
て
を
尽
く
し

て
取
り
組
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
実
現
に
向
け
て
、
私
は
、
次

の
３
つ
の
点
を
市
政
運
営
の
基
本
と

し
て
、
強
い
意
志
を
持
っ
て
、
新
し

い
山
鹿
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

q
人
（
信
頼
）
の
絆
を
強
め
る

今
日
ま
で
、
幾
多
の
困
難
を
克
服

し
な
が
ら
、
市
政
運
営
を
担
っ
て
こ

ら
れ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
、
市
民
の

皆
さ
ま
と
の
強
い
絆
が
あ
っ
て
の
こ

と
で
す
。
信
頼
の
絆
は
行
政
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
社
会

に
お
い
て
良
好
な
人
間
関
係
を
築
く

た
め
に
も
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
市
民

の
皆
さ
ま
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
声
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
そ
れ
に
応
え
な

が
ら
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
信

頼
の
絆
を
大
切
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

w
地
域
の
力
（
資
源
・
財
産
）
を
結

集
す
る

山
鹿
市
に
は
、
合
併
に
よ
り
も
た

ら
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
力
（
資
源
・

財
産
）
が
あ
り
、
こ
の
力
は
、
地
域

づ
く
り
の
源
と
な
る
も
の
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
行
政
施
策
に
あ
っ
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
方
と
連
携
・
協
力
し
、

そ
の
地
域
の
力
を
結
集
し
、
と
も
に

知
恵
を
出
し
合
い
、
と
も
に
汗
を
か

い
て
、
新
し
い
山
鹿
市
を
創
造
し
て

ま
い
り
ま
す
。

e
開
か
れ
た
市
政
運
営

市
民
の
皆
さ
ま
と
私
と
の
間
に
確

固
た
る
信
頼
関
係
を
築
き
上
げ
る
た

め
に
は
、
常
に
清
潔
な
政
治
姿
勢
で

臨
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
初
心
を
忘
れ
ず
、
公
平
で
誠
実
、

公
正
で
透
明
性
の
高
い
、
対
話
に
よ

る
市
政
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え

る
べ
く
、
新
た
な
決
意
で
誠
心
誠
意
、

市
政
の
推
進
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま

い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
一
層

の
ご
支
援
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

山鹿市長山鹿市長

中中嶋嶋憲憲正正 kkeennsseeii  nnaakkaasshhiimmaa

市長・議長　就任のごあいさつ
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議席番号
１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

氏　名
永田　　健
稲葉　　昇
藤本　芳雄
福本　義文
冨丸洋一郎
藤本　峰秀
北原　昭三
芹川　正美
藤原　　豊
立山　秀木
立山　　隆
原　　　徹
平井　邦廣
吉本　政幸
池田　誠一
堀　　茂幸
永田　紘二
森川　昭彦
川野　　功
古荘　克郎
森　　芳顕
家入　憲隆
横手　啓介
高野　誠二
藤原　　弘
森　　久雄
太田黒鐵郎
丸山　寛治
寺崎　勇児
丸山　康昭

委員会・役職等
建設環境
福祉厚生
建設環境
総務文教
経済観光
総務文教
建設環境副委員長・議会運営副委員長
建設環境
経済観光
経済観光
福祉厚生
総務文教副委員長
建設環境委員長・議会運営
経済観光副委員長
経済観光委員長・議会運営
総務文教・議会運営委員長
福祉厚生委員長・議会運営
福祉厚生
総務文教委員長・議会運営
建設環境
建設環境
福祉厚生副委員長
総務文教
経済観光・議会運営
福祉厚生
経済観光
福祉厚生・議会運営
福祉厚生
総務文教
総務文教

住　所
多久　　(鹿北）
芋生　　(鹿北）
平山　　(山鹿)
城　　　(山鹿）
下分田　(鹿本）
山鹿　　(山鹿）
平山　　(山鹿）
庄　　　(鹿本）
上内田　(菊鹿）
岩原　　(鹿央）
蒲生　　(山鹿）
高橋　　(鹿本）
木野　　(菊鹿）
千田　　(鹿央）
杉　　　(山鹿）
久原　　(山鹿）
方保田　(山鹿）
下吉田　(山鹿)
来民　　(鹿本）
御宇田　(鹿本）
霜野　　(鹿央）
矢谷　　(菊鹿）
山鹿　　(山鹿）
山鹿　　(山鹿）
小原　　(山鹿）
古閑　　(山鹿）
岩野　　(鹿北）
下内田　(菊鹿）
石　　　(山鹿）
合里　　(鹿央）

市議会議員名簿 議長：横手啓介　 副議長：森川昭彦

市
民
の
声
を
市
政
に
届
け
る

市
議
会
議
員
30
人
が
決
ま
る

任
期
満
了
に
伴
う
山
鹿
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
一

月
二
十
五
日
午
前
七
時
か
ら
市
内
三
十
三
カ
所
の
投
票
所

で
一
斉
に
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
現
職
二

十
四
人
、
新
人
六
人
の
三
十
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

議
員
三
十
人
を
議
席
順
に
紹
介
し
ま
す
。

…
議
会
事
務
局
　
1
43
‐
１
６
３
４

■ 市議会とは
市議会は、市民から選ばれた議

員で構成され、市の予算や条例な
どの重要な事項を審議し、決定す
る機関（議決機関）です。これに
対し、市長は「行政」として市政
を実際に行います（執行機関）。
議会と行政は、お互いに独立し

た立場で考えを出し合いながら、
住民生活の向上に努めています。

■ 常任委員会とは
山鹿市議会では、総務文

教・福祉厚生・経済観光・建
設環境の４つの常任委員会を
設置しています。
これらの委員会では地域か

ら出た行政に対する要望など
について、専門的に調査研究
をしたり、条例の制定や改廃、
予算などについて協議します。

■ 議会運営委員会とは
議会がスムーズに運営さ

れるように、日程調整や意
見調整など効率的に進行す
るために協議します。

■ 市議会議員の任期は
平成25年２月19日までの

４年間となります。
問
合
せ

議　会

山鹿市に残る優れた景観を維持しながら、私たちの子や孫
に引き継ぎ、市民が誇れるまちにしていくために「山鹿市景
観計画」を策定し、「山鹿市景観条例」を制定しました。
これまでも自主条例による景観形成に努めてきましたが、

４月１日から、景観法に基づく景観条例により市全域を対象
に景観まちづくりを進めていきます。その手段の一つとして、
届出制度による景観誘導を行います。
ここでは、届出制度の趣旨、概要について先月号から４回

にわけて掲載しています。第２回目の今回は、特定施設届出
地区の概要についてお知らせします。

特定施設届出地区の概要
目　的
道路沿線は経済活動が活発に行われるため、派手な形や色

彩の建築物や看板が建つ可能性があります。これらにより自
然豊かな景観や落ち着いた雰囲気が失われる恐れがあります。
そこで、派手な形や色彩になりやすい特定の建築物につい

ては、届出制度を設けて市と協議を行うことにより、景観へ
の好ましくない影響を未然に防ぐことを目的としています。

届出範囲
右に示す「市外からの進入路」、「市内を巡る際の幹線道路」

「観光施設へのアクセス路」で、道路境界線から20ｍの範囲。
※これまでも国道３号の一部、325号で景観誘導を図っていま
したが、対象範囲によって届出先が異なるなど手続きが分
かりにくくなっていました。

届出対象行為
下記のような行為を行う場合は、届出が必要になります。

種　類 規　模 行　為

建築物（附帯施設を含む）
パチンコ店、ガソリンスタ
ンド、ホテル、飲食店等

はり紙等
広告物

その他
90日を超えて継続して掲出、表示するもの
表示面積が１g超

新築（設）、増築、改築、移転、外観を
変更することとなる修繕、模様替または
色彩の変更、撤去

延べ面積が10g超

設置、外観の変更

特定施設届出地区の範囲（詳しくはお問い合せください）

主な変更点
対象路線が増え、届出先が下記のように変更になりました。

３月31日まで

届出対象範囲

都市計画区域内の
国道３号、325号

都市計画区域外の
国道３号、325号

（熊本県景観条例より）

４月１日より

届出先 届出対象範囲 届出先

山鹿市

熊本県

山鹿市山鹿市全域の
主要道路

山鹿市景観条例を制定しました。

次次次次回回回回のののの予予予予定定定定
残りの地区の概要については、２回に分
けて紹介していきます。
第３回（５月号） 景観形成誘導地区
第４回（６月号） 景観形成重点地区

…都市計画課　1４３-１５９１
6４４-３２００

問合せ

平成21年（第１回）市議会２月臨時会は、２月20日に開かれました。今議会では、
議案５件（専決１件、予算１件、その他３件）を審議。その結果は次のとおりです。

◆◇　　議　案　 ◇◆

■議案第１号　専決処分の承認を求めることについて
（平成20年度山鹿市病院事業会計補正予算（第２号））…不承認（少）

■議案第２号　平成20年度山鹿市一般会計補正予算（第５号） …可決（多）
■議案第３号　教育委員会委員の任命について　　　　　　　　　 …同意
■議案第４号　教育委員会委員の任命について　　　　　　　　　 …同意
■議案第５号　監査委員（議会選出）の選出について　　　　　　 …同意

市市市市議議議議会会会会２２２２月月月月臨臨臨臨時時時時会会会会
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身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

第１回となる「2009やまがクロスカントリー大会（やまが
総合スポーツクラブ主催）」が開催され、４コース年代別10
種目に271人の参加がありました。
参加者はカルチャースポーツセンター周辺の整地されてい

ない道(？)を苦戦しながらも、全員ゴールまで完走しました。
参加者からは「きつかったけど、緑がたくさんあって気持ち

良かった。これぞクロカン！」などの感想が聞かれました。
市内の優勝者は次のとおりです。
２Dの部　小学生４年以下男子　古山汰門さん　　８分49秒
２Dの部　小学生５年以上男子　古山倫太朗さん　７分39秒
４Dの部　中学生男子　　　　　木村匡貴さん　　13分30秒
２Dの部　中学生以上女子　　　中島胡桃さん　　８分17秒　 ▲丸太などの障害物を乗り越えゴール目指します

▲３連覇の偉業を成し遂げた選手たち

市が所有する土地などの財産の入札等から、暴力団を排除
しようと１月28日、市と山鹿警察署が連携を強化するための
協定を結びました。
調印式には、中嶋憲正市長と下山惠史山鹿警察署長が出席

し、それぞれ協定書に調印しました。協定書は、市が暴力団
の入札を排除するために、山鹿警察署に暴力団の情報を照会
できるほか、市有財産が売却後暴力団事務所などに使用され
た場合は、山鹿警察署が市に連絡し、連携して必要な措置を
行うことが定められています。
暴力団による国有地の購入や使用の問題が発生している

中、市では行財政改革の取り組みの一環として利用見込みの
ない財産の売り払いに取り組んでおり、今後、山鹿警察署と
連携して安全な地域づくりを進めるものです。 ▲協定締結後に握手を交わす中嶋市長と下山山鹿警察署長

暴力団の入札参加は認めません！
…市有財産の売払いに係る一般競争入札等からの暴力団
等の排除に関する協定書締結式　１月28日　市長公室

中心市街地の活性化を目指して改修計画が進められてい
るプラザファイブ商業ビルのキーテナントとして、総合食
品スーパー「レッドキャベツ」（本社：山口県下関市、岩
下良社長）の出店が決まり、市役所において中嶋憲正市長
が立ち会いのもと、出店合意覚書の調印式がありました。
出店計画によると、レッドキャベツは新しく改修される

商業ビルの２階部分に入り、店舗面積は1,600G。従業員
はパートを含め約50人を現地採用する計画です。
岩下社長は「市中心部の拠点となる店づくりをし、中心

部に人が集まる核になればうれしい」とコメントを述べま
した。

▲調印後、握手をする(右から)岩下社長、中嶋市長、
坂元立替え組合理事長、落合協同組合理事長

プラザファイブのキーテナント決まる！！
…プラザファイブ出店覚書調印式　２月３日　市長公室　

目指せ！世界のトップアスリート
…2009 やまがクロスカントリー大会　３月15日

カルチャースポーツセンター

新酒の味に酔いしれました
…新酒まつり　３月８日　千代の園酒造（下町）

今年で19回目となる新酒まつりが
開催され、多くの市民や観光客らが、
いち早く新酒の味に酔いしれました。
時折風の吹く肌寒い天候となりま

したが、来場者は特設舞台での山鹿
太鼓や灯籠踊り、山鹿中学校ブラス
バンド部の演奏を楽しみながら、新
酒を味わいました。
毎年訪れるという女性は「升で飲

むと香りが良くて一段とおいしいし、
この雰囲気も大好きです。お酒の量
もついつい進んでしまいますね」と
笑顔で話していました。

▲新酒まつりで升酒の振る舞いを受ける来場者ら　

t熱気あふれる新酒まつり会場

▲ガイドの説明に新たな発見もありました（米米惣門ツアー）

山鹿の主要観光地をバスで巡る「山鹿探訪ツアー」が３日
間の日程で行われ、延べ92人の市民が参加しました。
このツアーは市民に山鹿の魅力を知ってもらい、山鹿に訪

れる人を温かくおもてなしできる「市民総ガイド」を目指す
のがねらいで、今年で３回目の開催。毎年参加者も増え、募
集開始後すぐに定員に達するほどの人気となっています。
12日は「篤姫」ゆかりの地として有名な鹿央の善行寺や、

米米惣門ツアーなど山鹿の歴史を学ぶ「歴史探訪コース」。
13日は大宮神社や相良寺などを巡る「ご利益めぐりコース」。
最終日は岳間渓谷散策や、いちご狩りを体験する「自然満喫
コース」と楽しいコース設定に参加者も大満足のようでした。
二日間参加した有働春生さん(菊鹿町太田)は「説明される

方がみなさん上手でとても楽しかった。山鹿には後世に残す
べき貴重な財産が多くあると感じました」と話していました。

知ってそうで知らない　山鹿の新たな発見
…山鹿探訪ツアー　３月12日～14日　市内一円

よろしくおねがいします！よろしくおねがいします！

杉本　作�
山鹿市城

おめでとうございます　全国大会３連覇達成
…第８回全日本短剣道大会　２月21日　日本武道館

東京の日本武道館で行われた、全日本短剣道大会高校団
体の部で、鹿本商工高校が３連覇を飾りました。
短剣道は、名前のとおり剣道の竹刀が53B程しかなく、

武士が腰に帯びていた脇差し(小太刀)の用法が現在の短剣
道に通ずるものだそうです。
また、個人戦でも、倉原亮太さんが３位に入賞しました。
これからも連覇が続くよう、技を磨き頑張ってください。

市議会２月臨時会に、教育委員の人事案件を上程
しました。審議の結果、教育委員として杉本作�氏
（64）栗川亮一氏（49）が承認されました。
後日、教育委員会において、杉本作�氏を教育長

として選任し、任命されました。

教
育
長
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連載第42回
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▲彦岳を望む

▲彦岳権現と不動岩の首引き

▲彦岳上宮とクスノキ

▲鹿本町より望む
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新着図書ピックアップ

主君・領民に「愛」と「義」を貫いた知勇兼備の戦
国武将・直江兼続。上杉謙信に愛され、上杉景勝の名
補佐役として徳川家康から最も恐れられた「北国の守
護神」の生涯と、その魅力を描きあげる。

今、ここからすべての場所へ
茂木健一郎／著　筑魔書房

世界を「肯定」する意思。だれよりも真摯な目で見
つめた脳科学者の５年間の思索の集積。森羅万象が輝
きはじめる、祈りのようなエッセイ集。

東京・谷中でアンティークきもの店「ひめまつ屋」
を営む栞（しおり）。きものを求めるお客ばかりでな
く、ご近所さんもふらりと訪れては腰を落ち着ける、
小さなこの店に、ある日、父とそっくりの声をした男
性客がやってくる。

喋々喃々
ちょうちょうなんなん

小川　糸／著　ポプラ社

催しスケジュール
山鹿市中央公民館図書室
・おはなし会
日時u４月22日D 午後２時30分から
山鹿市鹿本図書館
・おはなし会
日時u４月４日G・11日G・18日G

25日G 午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
日時u４月７日C・14日C・21日C

28日C 午前11時から
・天使と楽しむおはなし会（妊婦対象）
日時u４月７日C・21日C

午前10時30分から

今月の休館日
山鹿市中央公民館図書室
u４月27日B・29日-
山鹿市鹿本図書館
u４月６日B・13日B・20日B

27日B・29日-・30日E
鹿北公民館図書室
u毎週月・土・日曜と祝祭日の
午後５時以降
(月曜日が祝日の場合終日休館）
(火～金は午後８時まで開館）

菊鹿公民館図書室
u年末・年始
鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日

愛と義と知謀の人　直江兼続
童門　冬二／著　PHP研究所

《今月は山鹿市鹿本図書館から》

災
害
時
の
通
報
は

１１９
番
へ
お
願
い
し
ま
す

山
鹿
植
木
地
区
で
119
番
を
か
け
る
と
山
鹿
植
木
広
域

消
防
本
部
の
通
信
指
令
室
に
つ
な
が
り
ま
す
。

現
在
、
当
消
防
本
部
で
は
最
新
の
消
防
指
令
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
早
く
消
防
車
や
救
急

車
を
災
害
現
場
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
有
効
に
活
用
し
、
消

防
車
や
救
急
車
を
い
ち
早
く
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
到
着

さ
せ
る
た
め
に
、
災
害
の
通
報
は
局
番
な
し
の
119
番
へ

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
通
信
指
令
室
で
は
、

119
番
通
報
を
受
け
付
け
る

と
、
直
ち
に
最
寄
り
の
消

防
署
か
ら
消
防
車
や
救
急

車
な
ど
を
出
動
さ
せ
ま
す
。

通
報
は
慌
て
ず
に
で
き
る

だ
け
詳
し
い
状
況
を
通
信

指
令
員
に
伝
え
て
く
だ
さ

い
。119

番
は
緊
急
時
の
電
話
で
す
。

火
災
現
場
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は
、

火
災
・
災
害
情
報
サ
ー
ビ
ス

1
43
‐
０
１
１
９
　
へ
お
願
い
し
ま
す
。

祝受賞記念カラー版
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子育ては、大変だけど大事なこと。
あなたの子育て応援してます！
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時
代
が
か
わ
っ
て
も三岳

保
育
園
　
1
43
‐
３
８
７
４

春
の
戯
れ
風
に
誘
わ
れ
て
、
子

ど
も
た
ち
が
に
ぎ
や
か
し
く
、
岩

野
川
の
堤
防
へ
散
歩
に
マ
ラ
ソ
ン

に
と
出
か
け
て
い
く
。
ゆ
る
ゆ
る

と
し
た
坂
を
下
り
る
と
、
野
鳥
に

出
会
っ
た
り
、
チ
ョ
ウ
チ
ョ
を
見

つ
け
た
り
。
お
土
産
は
、
い
つ
も

小
石
と
野
の
花
、
そ
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
る
。

以
前
か
ら
、
園
舎
の
木
々
が
多
い
北
側
を
『
ケ
ヤ
キ

の
小
径
』、
権
現
山
か
ら
吹
き
下
ろ
し
の
風
が
吹
く
裏

の
空
き
地
に
『
風
広
場
』、
川
に
行
く
と
き
の
『
ほ
ほ

え
み
橋
』
な
ど
、
勝
手
に
名
前
を
つ
け
て
楽
し
ん
で
い

る
。
子
ど
も
た
ち
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
「
今
日
は
、

風
広
場
で
待
っ
て
て
ね
」
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
広
い
範
囲

で
遊
ん
だ
。
川
、
土
手
、
丘
陵
、
井
手
な
ど
、
な
に
が

し
か
の
名
前
が
つ
い
て
い
た
。

春
　
レ
ン
ゲ
畑
か
ら
お
き
な
草
の
咲
く
土
手

夏
　
ホ
タ
ル
の
乱
舞
、
魚
と
り
、
川
泳
ぎ

秋
　
椎
の
大
木
、
ク
ヌ
ギ
の
古
木
の
探
検

冬
　
落
ち
葉
を
踏
み
し
め
山
歩
き
、
野
鳥
が
友
だ
ち

数
え
切
れ
な
い
思
い
出
が
あ
る
。

お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
地
名
も
覚
え
て
い
る
。
地
域
の
自

然
や
温
か
さ
、
ぬ
く
も

り
が
と
て
も
懐
か
し
い
。

年
長
の
人
や
大
人
に
つ

い
て
行
き
な
が
ら
、
社

会
の
規
範
や
生
き
方
ま

で
学
ん
だ
気
が
す
る
。

時
代
が
変
わ
っ
て
も
、

自
然
の
中
で
い
っ
ぱ
い

遊
び
、
元
気
に
育
っ
て

ほ
し
い
。

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
て
元
気
な
体
づ
く
り

稲
光
園
　
1
46
‐
２
５
６
２

近
年
、
子
ど
も
の
体
力
低
下
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
自
然
豊
か
な
稲
田
の
子
ど
も
た
ち
さ
え
も
、
戸

外
で
の
遊
び
が
減
っ
て
い
ま
す
。

意
識
的
に
体
を
動
か
す
機
会
を
作
っ
て
い
こ
う
と
昨

年
度
か
ら
「
体
力
ア
ッ
プ
作
戦
」
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
遊
び
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
体
を
動
か
す
の

が
『
楽
し
い
！
』

と
感
じ
、
運
動
好

き
な
子
に
育
っ
て

く
れ
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
体
を
動
か

せ
ば
、
よ
く
食
べ
、

よ
く
眠
る
。
ま
さ

に
「
生
活
リ
ズ
ム

三
原
則
」
が
成
り

立
ち
ま
す
。

「
親
子
で
楽
し

く
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
」
と
題
し
て
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に

も
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
楽
し

み
な
が
ら
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
！
普
段
の
生
活
の
中
に
体

を
動
か
す
チ
ャ
ン
ス
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
。

さ
あ
、
ま
ず
は
部
屋
の

カ
ー
テ
ン
を
開
け
て
朝
の

光
を
入
れ
、
子
ど
も
を
起

こ
し
ま
し
ょ
う
！

▲よちよちあひるだよ
リトミックで動きを楽しみます

▲昭和37年の思い出

▲まぶしいねぇ－！

早起きして触れ
合いタイムで
パワーアップ

テ
レ
ビ
を
ち
ょ
っ
と
消
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

広
見
保
育
園
　
1
32
‐
２
２
３
１

今
、
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
発
育
に
与
え
る
メ
デ
ィ

ア
（
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
・
ゲ
ー
ム
）
の
影
響
が
社
会
問

題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
行
き
過
ぎ
た
テ
レ
ビ
・
ビ
デ

オ
の
視
聴
は
、「
笑
顔
は
少
な
い
」「
視
線
が
合
わ
な
い
」

「
言
葉
が
乏
し
い
」
な
ど
対
人
関
係
の
発
達
に
問
題
を

生
む
危
険
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
睡
眠
不
足
な
ど
の
生

活
リ
ズ
ム
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
人
間
と
し
て

い
き
る
た
め
の
必
要
な
力
が
育
た
な
い
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

鹿
北
地
区
で
は
、
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
が
一

丸
と
な
り
毎
月
第
２
週
（
火
・
水
・
木
）
は
、
テ
レ

ビ
・
ゲ
ー
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
家
庭
の
感
想
も
い
た
だ
き
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

脳
（
こ
こ
ろ
）
の
成
長
の
た
め
に
テ
レ
ビ
を
ち
ょ
っ
と

消
し
て
み
ま
せ
ん
か
!!

★
あ
な
た
の
子
ど
も
は
ぐ
っ
す
り
寝
て
、
す
っ

き
り
目
覚
め
て
い
ま
す
か
？

★
楽
し
ん
で
ご
飯
を
食
べ
て
い
ま
す
か
？

★
喜
ん
で
体
を
動
か
し
て
遊
ん
で
い
ま
す
か
？

《取り組みの内容として》

テレビにカバー
をして

今日のお約束！
絵本を読んで!!

オフトーク放送
で頑張りまーす

・
家
族
で
い
ろ
ん
な

話
が
で
き
て
楽
し

い
時
間
で
し
た
。

・
テ
レ
ビ
の
音
で
は

な
く
、
子
ど
も
の

声
が
聞
こ
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

・
大
人
が
頑
張
ら
な

い
と
い
け
な
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

●地域子育て応援団
・山鹿市地域子育て見守り隊
子育て中の保護者に子育ての知恵や経験を伝承するボ
ランティア活動です。
・病後児保育室「あすなろ」
病気の回復期にある子どもを一時的にあずかり、子育
てを応援します。
・やまが・ファミリー・サポートセンター
子育ての手助けをして欲しい人と、子育ての手助けを
したい人が会員となって、お互いに助け合う組織です。

山鹿市には、親子で集える施設がたくさんあり
ます。親と子が友だちを見つけたり、子どもへの
関わり方を学んだり、子育ての相談ができます。
今回は子育てを応援する施設を紹介します。

●山鹿子育て支援センター「とことこ」
とことこは山鹿保育園内にあります。毎月第３水曜日の

“ねんねの赤ちゃんあつまれ！”や、第４土曜日の“ツイ
ンズママあつまれ！”は子育て親子が子育て親子を応援し
たい…そんな気持ちいっぱいの場所です。
●鹿北子育て支援センター「すまいる」
広見保育園の中にある、家庭的な支援センターです。畳

敷きの部屋は、ほっとくつろげる「もうひとつの我が家」
という雰囲気です。毎月定例の「お茶会」や「子育てほっ
とらいぶ」は出会いのきっかけとしておすすめです。
●菊鹿子育て支援センター「ひまわり」
あんずの丘の下「ひまわり館」内にあります。日当たり

がよく、見晴らしもバツグン！テラスでのびのびと遊ばせ
ましょう。ゆ～っくり、の～んびりしに来てください。
●鹿本子育て支援センター「ぽっかぽか」
鹿本幼稚園内に併設しています。毎月、保育園・幼稚

園・児童館・地域の方とのふれあい活動を行っていま
す。また、自主活動も盛んです。小鳥のさえずりを聞
きながら、センター周辺のお散歩もおすすめです。
●鹿央子育て支援センター「ほのぼの」
ふれあい塾へ移る予定です。豊かな自然の中でゆっ

たりと親子で過ごすことができます。親子クッキング、
地域との交流、子育て談議などさまざまな活動を行っ
ています。
●つどいの広場「おさか童夢」
元保育園跡地で、広い室内と庭があります。庭には、
手作りの木のブランコやツリーハウスがあり、ダイナ
ミックな遊びもできます。時には、おじいちゃん、お
ばあちゃん方と一緒に団子や納豆など昔ながらの料理
や季節行事を楽しんでいます。移動つどいの広場「ぽ
かぽか」も行っています。

山鹿子育て支援センター　143‐1270 鹿北子育て支援センター　132‐3194 菊鹿子育て支援センター　148‐4660

鹿本子育て支援センター　146‐2635 鹿央子育て支援センター　136‐2150 つどいの広場(ぽかぽか・おさか童夢) 143‐1155

第一児童館(石) 143‐1128 中央児童館(山鹿) 144‐0057 児童センター(藤井) 146‐4441 鹿本児童館(来民) 146‐4455

申込・問合せ

なかまつくりなかまつくり
ははははじじじじめめめめのののの一一一一歩歩歩歩！！！！

2009 お父さん　あそBOY PART２

大好評だった昨年のPART１に引き続き
“ほっぷ・すてっぷ・トムソーヤ！”
パパもママもおじいちゃんもおばあちゃんもお兄
ちゃん、お姉ちゃんもみ－んな子どもだった。

小坂の森で　冒険しよう！
日時u４月26日A 10：00～14：00
場所uつどいの広場「おさか童夢」
内容u鳥の巣箱作り

バードウォッチング
だご汁作り

参加対象u子どもたち・パパ・ママ・おじいち
ゃん・おばあちゃん・その他手伝い
の方・見ているだけでもOK

参加費・申込u各支援センター・つどいの広場
までお尋ねください。

今年の予定u５・６・７月に開催予定！

●児童館
児童館は、みんなが自由に遊ぶことのできる「子ども

の遊び場」です。さまざまな行事や活動を通して、仲間
作りや地域との交流をしています。
開館時間u９：30～17：00
休館日u日曜・祝祭日・年末年始（12月29日～１月３日）
利用できる人u市内に住んでいる０歳から18裁未満のす

べての児童（幼児は必ず保護者同伴）
野外活動・遠足・菜園活動・地域ボランティア活動など

今年もやるば～い！
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小学校・中学校の話題をお届け！

学学 問問訪訪校校学びました。「命の大切さ」

広見小学校

「竜宮城に行ったごと気持ちのよか」これは、本校６年生
主催の『いきいきサロン』に参加された方の感想です。
広見小学校は、平成19・20年度文部科学省の「児童生徒の

輝く心育成事業～ふれあい応援プロジェクト～」の研究指定
を受け、「命の大切さを学ばせる体験活動のあり方を求めて」
家庭と連携しながら研究に取り組んできました。
この取り組みの中で子どもたちは、
○低学年で、動植物の飼育栽培体験を通して、動植物に自分
と同じ命があることを
○中学年で、地域の産業や文化にふれ、継承する体験を通し
て、自分や友だちの命の尊さを
○高学年で、地域の異年齢の人との交流体験を通して、地域
の人に支えられて生きている命のすばらしさを学んできま
した。

先述した６年生は、「おじいちゃん・おばあちゃんの笑
顔が見たい」「仲良くけじめのある学級になりたい」とい
う夢を持ち、山鹿市子ども議会に提案。このサロンの企
画・実践に挑戦し、夢を実現することができました。夢
の実現にあたっては、社会福祉協議会の永田さんをはじ
め、サロンのボランティアの皆さん、各地域の区長さん
公民館長さん、そして校区のたくさんのおじいちゃんお
ばあちゃんなどに限りない協力をいただきました。おか
げで子どもたちは、本校が求めている自己有用感や連帯
感を確実に育

はぐく

みつつあります。

▲「おばあちゃん、座ったままでいいですよ」（６年）

▲バラの接ぎ木の説明中

▲「お腹がすいているみたい。そうだ！肥料をやろう!!」(１年)

13 2009.4.1 広報やまが

このコーナーでは、みなさんか
らの投稿を主に紹介します。
広報紙を読んだ感想、うれしか
ったこと、知ってもらいたいこ
と、イラスト、写真など、文章
の長短、ジャンルは問いません。
お待ちしています！

■投稿上の注意
・投稿は、郵送または持参でお
願いします。
・住所・氏名・年齢の記入をお
忘れなく。（匿名希望、ペンネ
ーム使用の場合でも）
・絵や写真などには、ひとこと
コメントをお願いします。
・毎月10日までにお願いします。
■送付先（持参もOKです）
〒861-0592 山鹿市役所秘書課広
報やまが「読者の広場」まで

投
稿

投
稿

で
し
た
。
／
今
回
の
同
窓
会
で
元
気

を
も
ら
っ
て
救
わ
れ
た
夢
の
よ
う
な

時
間
で
し
た
。
今
で
も
中
学
時
代
の

夢
を
み
る
。
友
達
っ
て
あ
り
が
た

い
。
／
久
し
ぶ
り
に
懐
か
し
く
と
て

も
楽
し
か
っ
た
。
次
の
同
窓
会
ま
で

皆
さ
ん
元
気
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
同
窓
会
は
た
く
さ
ん
の
皆
さ

ん
の
参
加
で
大
成
功
と
な
り
ま
し
た
。

資
金
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
仕

事
を
し
な
が
ら
時
間
を
割
い
て
準
備

を
す
す
め
、
手
作
り
の
会
と
な
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

花
つ
く
り
交
流
会
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
通
し
て

鹿
本
農
業
高
校
　
バ
イ
オ
工
学
科

２
月
６
日
F
に
水
辺
プ
ラ
ザ
の
中

に
あ
る
「
ら
ん
ら
ん
ハ
ウ
ス
」（
山
鹿

市
社
会
福
祉
協
議
会
施
設
）
で
地
域

の
愛
好
会
の
方
と
交
流
会
を
し
ま
し

た
。
今
回
は
愛
好
会
の
方
々
の
要
望

で
、
バ
ラ
の
接
ぎ
木
を
行
い
ま
し
た
。

私
た
ち
も
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
た

め
、
教
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
れ
で
も
「
細
か
け
ん
見

え
ん
」
と
か
「
こ
っ
で
よ
か
ね
」
な

ど
聞
か
れ
る
と
、
み
ん
な
一
生
懸
命

答
え
て
い
ま
し
た
。
短
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
日
ご
ろ
学
ん
で
い
る

こ
と
が
生
か
せ
て
良
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
農
業
の
良
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

（
竹
下
　
涼
）

交
流
会
と
同
時
に
水
辺
プ
ラ
ザ
の

有
機
野
菜
の
農
場
周
辺
の
除
草
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。
無
農
薬
、

有
機
野
菜
の
栽
培
で
は
、
病
害
虫
の

住
み
か
に
な
る
雑
草
は
大
敵
で
す
。

ま
た
、
管
理
担
当
の
宮
本
さ
ん
は
私

た
ち
の
先
輩
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、

少
し
で
も
先
輩
や
地
域
の
役
に
立
て

た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

も
っ
と
も
っ
と
地
域
に
貢
献
で
き
る

よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

（
三
木
菜
未
喜
）

「
こ
い
の
ぼ
り
」
を
寄
贈
く
だ
さ
い

サ
ン
パ
レ
ス
松
坂

数
年
前
か
ら
河
川
浄
化
の
啓
発
の
た

め
、
吉
田
川
に
「
こ
い
の
ぼ
り
」
を
泳

が
せ
て
い
ま
す
。

ご
自
宅
に
不
要
な
こ
い
の
ぼ
り
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
ぜ

ひ
寄
贈
く
だ
さ
い
。

心
ば
か
り
の
お
礼
を
い
た
し
ま
す
。

…
サ
ン
パ
レ
ス
松
坂

1
43
‐
３
０
８
３

「
絵
手
紙
365
日
」
展
を
開
催
し
ま
す

次
世
代
に
伝
え
た
い
と
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時u

３
月
27
日
F
〜
４
月
３
日
F

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所u

「
肥
後
民
家
村
」
一
帯(

和
水
町)

投
稿

投
稿

連
絡
先

平成21年度５月スタート
「「「「裁裁裁裁 判判判判 員員員員 制制制制 度度度度 」」」」

熊本市京町１丁目13番11号
熊本地方裁判所刑事部　1０９６‐３２５‐２１２１
山鹿市選挙管理委員会 1４３‐１５９４

問合せ

昨年の８月からお知らせしてきました、国民の皆
さんが裁判員として刑事裁判に参加し裁判官と一緒
に有罪・無罪や刑の内容を決める「裁判員制度」が、
いよいよ５月21日から始まります。
日本の司法制度を、国民の皆さんにとって、より

身近で頼りがいのあるものにするための改革の一環
です。裁判員には、専門的な法律の知識や手続きに
関する知識は必要ありません。これらに関しては、
裁判官から分かりやすく説明することになっていま
す。裁判員と裁判官が十分に話し合いながら評議を
進めていきます。裁判員に必要なのは、あなたがい
つもの暮らしで育んでいる「常識」や「ものの見方」
です。裁判員に選ばれたら、普段どおりの気持ちで
参加してください。そこからこの新しい制度は始ま
ります。皆さまのご理解とご協力をお願いします。

昭
和
54
年
度
卒
業
山
鹿
中
学
校

同
窓
会
開
催

昭
和
54
年
度
山
中
卒
業
生
世
話
係
一
同

卒
業
し
て
30
年
近
く
に
な
り
ま
す
が
、

初
め
て
山
鹿
中
学
校
の
同
窓
会
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
、
先
生
と
卒
業
生
併
せ
て

99
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
次
の
よ
う
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。

み
ん
な
あ
の
頃
と
同
じ
笑
顔
。
友
達
っ

て
い
い
な
あ
ー
。
／
参
加
し
て
一
瞬
で

中
学
生
時
代
に
戻
れ
た
。
ふ
る
さ
と
っ

て
い
い
な
あ
ー
。
／
○
○
〜
っ
て
手
を

振
っ
て
も
ら
っ
た
と
き
の
う
れ
し
さ
は

忘
れ
ま
せ
ん
。
／
30
年
前
の
ピ
ュ
ア
な

心
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
／
初
恋
の

彼
が
欠
席
だ
っ
た
の
が
残
念
。
／
先

生
・
卒
業
生
の
何
人
か
が
他
界
さ
れ
て

お
り
人
生
の
無
情
を
感
じ
ま
し
た
。
／

30
年
の
間
に
は
い
ろ
ん
な
事
が
あ
り
ま

し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
、
つ
ら
か

っ
た
こ
と
、
そ
し
て
今
の
事
、
会
の
３

時
間
で
は
と
て
も
語
り
尽
く
せ
ま
せ
ん

▲公民館の自主
講座で「絵手紙」
を学んでいます
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４４ 月月

案内板案内板

新型インフルエンザ対策
行動計画ガイドライン

もし（if）ではなく、いつ（when）発生するかと言われて
います新型インフルエンザの行動計画の改訂版が今般（２月
17日）内閣官房のホームページに公開されました。
本ガイドラインの周知・啓発により、自治体、企業、家庭、
地域等における具体的な取り組みを促進していきます。

★★

相相
　　
談談

おお
知知
らら
せせ

法
律
に
よ
り
２
年
に
１
回
検
査
を
受

け
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

検
査
対
象
計
量
器u

・
商
店
な
ど
で
商
品
の
売
買
用
は
か
り

・
病
院
、
薬
局
で
使
用
し
て
い
る
調
剤

用
は
か
り

・
学
校
、
病
院
、
保
育
園
な
ど
で
使
用

し
て
い
る
体
重
測
定
用
は
か
り

・
農
協
、
漁
協
等
流
通
物
資
の
集
荷
・

出
荷
用
は
か
り

・
宅
配
な
ど
運
送
業
者
等
貨
物
の
運
搬

算
出
用
は
か
り

・
農
業
・
漁
業
等
の
生
産
者
が
生
産
物

等
の
売
買
用
は
か
り

持
参
物u

・
計
量
器

・
手
数
料
（
１
台
あ
た
り

５
百
〜
２
千
２
百
円
程
度
）

日
程u４

月
16
日
E

鹿
北
総
合
支
所

17
日
F

菊
鹿
総
合
支
所

20
日
B

鹿
本
総
合
支
所

21
日
C

鹿
央
総
合
支
所

22
日
D

山
鹿
市
役
所
（
本
庁
）

受
付
時
間u

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
３
時

…
商
工
課
1
43
‐
１
４
１
３

申
告
所
得
税
と
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
納
税
は
、

金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的

に
振
り
替
え
る
「
振
替
納
税
」
が
大
変

便
利
で
す
。
ま
だ
利
用
し
て
い
な
い
方

は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
申
告
所
得
税
の
振
替
日
】

４
月
22
日
D

【
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）
の
振
替
日
】

４
月
27
日
B

※
「
振
替
納
税
」
に
つ
い
て
不
明
な
点

が
あ
れ
ば
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

…
山
鹿
税
務
署1

44
‐
２
１
８
１

※
自
動
音
声
案
内

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、
い
わ
ゆ
る

Ｄ
Ｖ
は
、
犯
罪
と
な
る
行
為
を
も
含
む

重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。
県
で
は
、
昨

年
12
月
に
「
県
Ｄ
Ｖ
対
策
基
本
計
画
」

を
改
定
し
、
Ｄ
Ｖ
の
防
止
や
被
害
者
の

保
護
・
支
援
の
た
め
の
施
策
を
拡
充
し

ま
し
た
。
今
後
、
本
計
画
に
基
づ
き

「
男
女
が
と
も
に
人
権
を
尊
重
さ
れ
、

Ｄ
Ｖ
を
容
認
し
な
い
社
会
の
実
現
」
に

向
け
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

…
県
男
女
共
同
参
画
・
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
課

1
096
‐
333
‐
２
２
８
７

【
運
動
の
基
本
】

「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」

【
運
動
の
重
点
】

・
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

交
通
事
故
の
な
い
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

問
合
せ

計
量
器
の
定
期
検
査
日
程

国
税
の
振
替
納
税
に
つ
い
て

県
Ｄ
Ｖ
対
策
基
本
計
画
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日
B
〜
15
日
D
ま
で
の
10
日
間

問
合
せ

問
合
せ

〈
有
料
広
告
〉

４
月
30
日
E
国
民
健
康
保
険
税
第
１
期

の
納
期
限
と
な
っ
て
い
す
。

口
座
振
替
の
方
も
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

今
月
の
市
税
・
国
保
税
の
納
期

社
会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談

を
受
け
ま
す
。

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

日
時
・
場
所u

４
月
８
日
D
・
22
日
D

市
役
所
１
階
　
会
議
室

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

…
国
保
年
金
課1

43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

社
会
保
険
出
張
相
談

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

４
月
１
日
D

w
子
ど
も
生
活
相
談u

４
月
８
日
D

e
心
の
悩
み
相
談u

４
月
15
日
D

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　

場
所u

菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館1

48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

４
月
７
日
C

w
子
ど
も
生
活
相
談u

４
月
14
日
C

e
司
法
相
談u

４
月
21
日
C

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

４
月
６
日
B

w
子
ど
も
生
活
相
談u

４
月
13
日
B

e
消
費
生
活
相
談u

４
月
20
日
B

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

※
法
律
・
警
察
相
談
は
要
予
約
で
す
。

…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
心

配
ご
と
相
談
は
無
料
で
、
ど
こ
の
支
所

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

４
月
３
日
F

w
子
ど
も
生
活
相
談u

４
月
10
日
F

e
法
律
相
談u

４
月
17
日
F
要
予
約
　

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午
　

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

社
協
山
鹿
支
所

1
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

４
月
２
日
E

w
子
ど
も
生
活
相
談u

４
月
９
日
E

e
警
察
相
談u

４
月
16
日
E
要
予
約
　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u
鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

心
配
ご
と
相
談

問
合
せ

新新新新庁庁庁庁舎舎舎舎だだだだよよよよりりりり vol.4

山鹿市新庁舎建設構想策定委員会においては、昨年６月
の発足からこれまで新庁舎のあり方、新庁舎に求められる
役割などについて、さまざまな角度から検討を重ね、意見
の取りまとめを終え、このたび中嶋市長に「新庁舎建設構
想検討結果報告書」を提出しました。
この報告書には、庁舎の機能面において、バリアフリー

対策、環境にやさしく配慮すること、ワンストップサービ
スの導入など活用面に関することや、これからの庁舎に求
められる機能に関すること、地元産材を積極的に活用する
こと、山鹿の歴史や町並みと調和すること、地域活性化の
一翼を担うことなど、さまざまな内容が盛り込まれています。
この報告書を受けて山鹿市では、市民の皆さまからお寄

せいただいたご意見などを踏まえ、新庁舎のあり方や整備
の基本となる考え方を、「山鹿市新庁舎建設基本構想」とし
て定めたところです。報告書の策定に携わっていただきま
した委員の皆さま、貴重なご意見をお寄せいただきました
市民の皆さまのおかげをもちまして、基本構想の策定に至
ることができました。ありがとうございました。

t
中
嶋
憲
正
市
長
に
報
告
書
を

手
渡
す
桑
原
隆
広
委
員
長

（
熊
本
県
立
大
教
授
）

○山鹿市新庁舎建設基本構想は、市ホームページに掲載する
ほか、本庁及び各総合支所１階ロビー等で公表しています。

…財政課　143‐1119問合せ

〈
有
料
広
告
〉
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〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
元
気
で
自
立

し
た
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
す

る
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

講
座
終
了
後
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
介
護
予
防
事
業
の
お
手
伝
い
を
月
数

回
程
度
予
定
し
て
い
ま
す
。（
若
干
の

報
酬
あ
り
）

日
程u

５
月
29
日
F
午
前
９
時
半
〜
正
午

６
月
５
日
F
午
前
９
時
半
〜
正
午
　

12
日
F
午
前
９
時
半
〜
正
午

19
日
F
午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u

山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員u

30
人

内
容u

・
運
動
・
栄
養
・
口
腔
衛
生
の

介
護
予
防
に
つ
い
て

・
知
識
と
実
践
方
法
や
タ
オ
ル

体
操
な
ど

申
込
締
切u

５
月
12
日
C

…
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

1
43
‐
１
０
７
７

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座

性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
つ
い

て
、
行
政
と
住
民
が
一
緒
に
考
え
て
い

く
た
め
、「
山
鹿
市
男
女
共
同
参
画
審
議

会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
審
議
会

で
は
、
山
鹿
市
男
女
共
同
参
画
計
画
の

総
合
的
施
策
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

応
募
資
格u

・
山
鹿
市
に
在
住
の
方

・
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
活
動
や
研

究
な
ど
に
関
心
の
あ
る
方

・
20
歳
以
上
の
方
（
４
月
１
日
現
在
）

・
議
員
ま
た
は
常
勤
の
公
務
員
で
な
い
方

・
年
３
回
程
度
開
催
さ
れ
る
会
議
等
に

出
席
し
、
積
極
的
な
発
言
を
し
て
い

た
だ
け
る
方
（
会
議
出
席
の
場
合
は
、

市
規
定
の
報
酬
支
払
い
）

委
員
の
任
期u

２
年
間

募
集
人
数u

２
人
以
内

提
出
書
類u

q
応
募
申
込
書
（
企
画
課
男
女
共
同
参

画
推
進
室
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

福
祉
課
で
配
布
）

w
作
文
（
題
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の

た
め
に
必
要
な
こ
と
」
400
字
詰
め
原

稿
用
紙
３
枚
以
内
）

※
提
出
は
郵
送
ま
た
は
持
参

※
提
出
書
類
等
の
返
却
は
不
可

応
募
締
切u

４
月
21
日
C
当
日
消
印
有
効

※
選
考
の
結
果
は
、
本
人
に
通
知

…
企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

1
43
‐
１
１
１
４

山
鹿
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会

委
員
一
般
公
募

申
込
・
問
合
せ

５
月
31
日
A
か
ら
６
月
６
日
G
ま

で
、
イ
ン
ド
か
ら
16
人
の
男
女
短
期
留

学
生
（
年
齢
多
様
）
が
熊
本
に
来
ま
す
。

お
互
い
の
生
活
・
文
化
交
流
を
体
験
し

ま
せ
ん
か
。

…
内
田
惠
華
（
来
民
・
大
光
寺
）

1
46
‐
４
９
８
５

イ
ン
ド
か
ら
の
交
流
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

こ
の
講
座
は
、
障
が
い
者
自
立
支
援

法
に
よ
る
手
話
通
訳
者
派
遣
事
業
の
、

手
話
通
訳
者
を
養
成
す
る
も
の
で
す
。

手
話
通
訳
者
が
増
え
る
こ
と
は
、
地
域

の
聴
覚
障
が
い
者
の
福
祉
発
展
に
つ
な

が
る
も
の
で
す
。
手
話
通
訳
者
に
な
り

た
い
方
は
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

受
講
資
格u

高
卒
以
上
の
学
力
を
有
し

手
話
通
訳
活
動
を
目
指
す
方

講
座
内
容u

【
入
門
課
程(

15
日
程
度
）】

４
月
13
日
B
〜
８
月
３
日
B

毎
週
月
曜
日
　
午
後
７
時
〜
９
時

【
基
礎
課
程(

25
日
程
度
）】

８
月
17
日
B
〜
平
成
22
年
３
月
29
日
B

毎
週
月
曜
日
　
午
後
７
時
〜
９
時

※
入
門
課
程
を
履
修
し
た
人
の
み
受
講

会
場u

中
央
公
民
館

受
講
料u

無
料
　
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト

料
実
費
（
６
千
円
程
度
）

申
込
方
法u

会
場
で
テ
キ
ス
ト
料
を
添

え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い

…
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会

（
担
当：

松
永
）

1
096
‐
383
‐
５
５
８
７

5
096
‐
384
‐
５
９
３
７

手
話
通
訳
者
養
成
講
座

申
込
・
問
合
せ

問
合
せ

「
地
域
審
議
会
」
は
、
各
地
域
（
山

鹿
地
域
・
鹿
北
地
域
・
菊
鹿
地
域
・
鹿

本
地
域
・
鹿
央
地
域
）
に
お
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
歴
史
・
文
化
な
ど
の
地
域
資

源
を
生
か
し
な
が
ら
均
衡
あ
る
発
展
を

推
進
す
る
た
め
の
一
つ
と
し
て
、
各
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
意
見
や
提
言
を
市

の
施
策
に
反
映
し
、
き
め
細
や
か
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
地

域
を
単
位
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の

で
、
新
市
発
足
か
ら
設
置
し
て
い
ま
す
。

主
な
仕
事u

・
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
係
る
市
総
合
計

画
や
各
種
計
画
の
策
定
等
に
関
し
、

市
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項
に
つ
い

て
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
審
議
し
、

答
申
し
ま
す
。

・
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
必
要

な
施
策
や
課
題
に
つ
い
て
市
長
に
提

言
し
、
地
域
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
意

見
交
換
を
行
い
ま
す
。

委
員
の
任
期u
２
年
間

応
募
締
切u
４
月
17
日
F
必
着

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い

…
企
画
課
　

1
43
‐
１
１
１
４

ま
た
は
各
総
合
支
所
総
務
振
興
課
へ

鹿
北
総
合
支
所
　
1
32
‐
３
１
１
１

菊
鹿
総
合
支
所
　
1
48
‐
３
１
１
１

鹿
本
総
合
支
所
　
1
46
‐
３
１
１
１

鹿
央
総
合
支
所
　
1
36
‐
３
１
１
１

地
域
審
議
会
委
員
一
般
公
募

募募
　　
集集

申
込
・
問
合
せ

山
鹿
小
学
校
放
課
後
学
童
保
育
で

は
、
代
替
指
導
員
、
会
計
事
務
員
を
募

集
し
ま
す
。

【
代
替
指
導
員
】

指
導
員
の
病
休
等
に
よ
る
代
替
え
、

お
よ
び
学
校
の
長
期
休
暇
等
時
の
補
充
。

年
間
登
録
を
し
、
必
要
な
場
合
に
担

当
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

【
会
計
事
務
】

高
卒
程
度
で
パ
ソ
コ
ン
の
エ
ク
セ

ル
・
ワ
ー
ド
操
作
、
お
よ
び
経
理
総
務

事
務
の
堪
能
な
方
。（
月
10
日
程
度
）

申
込
方
法u

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
左
記
ま
で
郵
送

…
〒
861
‐
０
５
０
１

山
鹿
市
山
鹿
３
５
０

山
鹿
小
学
校
区
放
課
後

学
童
保
育
運
営
委
員
会

5
44
‐
１
１
２
０

※
お
尋
ね
は
Ｆ
A
Ｘ
で

お
願
い
し
ま
す

学
童
保
育
の
代
替
指
導
員
・

会
計
事
務
員

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
を
行

い
ま
す
。

・
青
色
申
告
記
帳
相
談

・
相
続
税
、
贈
与
税
、
消
費
税
な
ど

そ
の
他
、
税
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ど
ん

な
相
談
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
予
約
は
不
要

で
す
。
お
気
軽
に
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時u

４
月
13
日
B

午
後
１
時
半
〜
４
時
半

場
所u

鹿
北
総
合
支
所
　
１
階
相
談
室

…
鹿
北
総
合
支
所
税
務
係

1
32
‐
３
１
１
１

無
料
税
務
相
談

問
合
せ

相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時u

４
月
９
日
E

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u

青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
商
工
課
　

1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

消
費
生
活
相
談

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時u

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所u

本
庁
福
祉
課

内
容u

児
童
、
母
子
や
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て

の
相
談

…
福
祉
課
　

1
43
‐
１
１
６
７

問
合
せ

家
庭
児
童
相
談
・
婦
人
相
談

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

対
象u

中
学
生
以
上
で
、
も
の
づ
く
り

に
興
味
の
あ
る
方

内
容u

山
鹿
も
の
づ
く
り
子
ど
も
教
室
、

熊
本
城
北
地
区
大
会
（
も
の
づ

く
り
フ
ェ
ア
in
城
北
・
年
１

回
）
で
行
わ
れ
る
と
き
の
準
備

や
指
導
の
手
伝
い

募
集
人
数u

男
女
10
人
程
度

※
都
合
の
い
い
日
時
に
協
力
し
て
い
た

だ
く
だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

…
ご
し
ま

1
０
９
０
‐
３
６
６
７
‐
８
０
６
８

も
の
づ
く
り
の
ス
タ
ッ
フ

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

申
込
・
問
合
せ
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入札結果の報告（２月分）

工事名 工事場所 落札業者 落札額(円)

２/10
２/24

中富小学校体育館屋根塗装工事
カルチャースポーツセンター井戸揚水設備及び配管工事

鹿本町中川地内
熊入町地内

サカイ塗装
3とらや商会

6,300,000
5,533,500

※落札価格500万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） …本庁総務課監理検査室　143ｰ1118

入札日

問合せ

４月

開催日 行　事　名 時間 料金

日中
－
昼夜
昼

午後

午前
日中

午後

午後

午前

有料
－

有料

無料

有料
無料

無料

無料

無料

５日A

８日D

10日F

11日G

12日A

14日C

18日G

19日A

25日G

26日A

熊本紅白歌合戦
休館日
玄海竜二
第八回八千代座選抜座長大会
平成21年山鹿温泉祭
「第20回民謡と踊りの共演」
Moccoly体操教室（楽屋のみ使用）
原田歌謡塾七周年記念発表会
ケアビレッジ箱根崎創立15周年記念
橋凡子
なみこ

公開講演会・郷土芸能大会など
晴々カラオケ会　皆本政晴
医療法人福満会　30周年記念事業
みつみ座公演

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

k努力の巨匠！　徳永正幸遺作展
期間u４月２日E～1４日Cまで
95年の生涯をモノクロ写真にかけた情熱は、愛妻の協
力を得て花開く。膨大な遺作の中より厳選50点を展示！

古遊館(下町） 1４４‐６４０３
時間u10：00～17：00 （水曜定休）

k熊本能面会　青木定夫とその生徒達
期間u４月１日D～30日Eまで

Taverna蔓薔薇（日吉町） 1４３‐８９２０
時間u10：00～18：00（第２火曜日・毎週水曜　定休）

日
時u

４
月
14
日
C

午
後
７
時
〜

場
所u

法
事
の
館
　
夢
想
庵

テ
ー
マu

イ
ラ
ク
、
サ
マ
ワ
の
夜
明
け

（
サ
マ
ワ
派
遣
体
験
談
）

陸
上
自
衛
官
二
等
陸
曹
　
才
原
雅
樹
氏

会
費u

500
円

※
お
預
か
り
し
葬
祭
支
援
費
に
し
ま
す
。

…
法
事
の
館
　
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

と
も
び
き
塾

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

kポポロ14周年記念企画絵画展
前期期間u４月１日D～15日Dまで
後期期間u４月16日E～30日Eまで
県内在住の画家36人による絵画作品展です。油彩、水
彩などで描いた作品を展示します。
（最終日はそれぞれ15：00まで）

日
時u

４
月
19
日
A

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

300
円

＊
宗
派
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
感
謝
す
る
こ
と
で
心
の
幸
せ
を
学
び

ま
す
。…

熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

の
集
い

５日A

12日A

19日A

26日A

29日-

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時４
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

＊都合により変更になる場合があります。（鹿本郡市医師会）＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

徳永循環器科内科医院／小林医院／幸村医院
山鹿回生病院／さがわ医院
上塚外科胃腸科医院／くりた皮ふ科医院
東内科小児科医院／たなか眼科医院
もろとみ医院／大坂整形外科医院

営業時間：午前９時～午後５時

まつ薬局
岩下薬局
岩下薬局
岩下薬局
鹿本中央調剤薬局／まつ薬局

心
豊
か
に
満
喫
し
て
い
た
だ
く
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

日
時u

４
月
12
日
A

午
後
２
時
〜

場
所u

天
聴
の
蔵

入
場
料u

無
料

内
容u

混
声
合
唱
組
曲
「
風
紋
」

世
界
に
一
つ
だ
け
の
花

童
謡
　
皆
で
歌
お
う
　
　
ほ
か

※
団
員
も
随
時
募
集
中
で
す

…
村
上

1
44
‐
２
９
９
４

山
鹿
市
民
合
唱
団

春
う
ら
ら
コ
ン
サ
ー
ト
　
　

問
合
せ

パッチワークキルト作品展
～わたしの家に遊びにおいで～

パッチワークの大好きな仲間が17年間にわたって手作りした作品
を一挙にご紹介！！
庭の花々に囲まれた心癒す作品を心ゆくまでお楽しみください。

期間u４月18日G～20日B ９：30～17：00
場所u古里弘子宅（大宮町689‐２）

…古里　1４４‐２９３７

◆寄附お礼（山鹿市に）◆

山鹿市管工事業協同組合
中村水源地場内緑化のために　
樹木　　３本

催催
　　
しし

日
時u４

月
４
日
G
午
前
11
時
〜
午
後
５
時

５
日
A
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所u

ゆ
〜
か
む

内
容u

【
出
店
販
売
】

野
菜
の
100
円
均
一
物
産
店
、
焼
き

鳥
、
焼
き
そ
ば
、
わ
た
菓
子
な
ど

【
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
】

カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
茜
太
鼓
、
バ
ン
ド

演
奏
な
ど

【
そ
の
他
】

竹
細
工
教
室
、
タ
ケ
ノ
コ
料
理
バ
イ

キ
ン
グ
な
ど

※
両
日
先
着
50
人
に
空
ク
ジ
な
し
の
く

じ
引
き
あ
り
！

…
安
田
建
物
管
理
株
式
会
社

1
092
‐
441
‐
７
９
５
１

幸
の
国
　
ゆ
〜
か
む
祭

弓
道
教
室
開
講

年
齢
、
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

楽
し
い
弓
道
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間u

５
月
12
日
C
〜
９
月
29
日
C

毎
週
火
・
金
曜
日

午
後
７
時
半
〜
９
時
半

場
所u

山
鹿
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

内
弓
道
場
（
鍋
田
）

受
講
料u

無
料

…
山
鹿
市
弓
道
協
会

1
43
‐
３
１
６
２
（
江
上
）

1
43
‐
５
６
８
０
（
黒
田
）

申
込
・
問
合
せ

問
合
せ

本
物
の
イ
チ
ゴ
を
薄
く
乾
燥
さ
せ
、

樹
脂
の
中
に
埋
め
込
ん
だ
ク
リ
ス
タ
ル

な
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
作
り
ま
す
。
軽
く
て

春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

と
し
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時u

４
月
25
日
G
午
前
10
時
〜
正
午

場
所u

あ
ん
ず
の
丘
　
押
花
館
ホ
ー
ル

材
料
費u

１
個
　
１
、
０
０
０
円

申
込
締
切u

４
月
21
日
C

…
菊
鹿
フ
ラ
ワ
ー
バ
ン
ク

1
48
‐
３
９
６
０

イ
チ
ゴ
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
を

作
り
ま
せ
ん
か

申
込
・
問
合
せ

問合せ

会場案内図
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R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください。

 

 

赤赤赤赤ちちちちゃゃゃゃんんんん大大大大募募募募集集集集！！！！

富田　恋衣
れ い

ちゃん
（H19.７.18生れ）
泉町（山鹿）

Qぼくからのメッセージ
ぼくが１才になってお利
口さんになったからパパ
とママと海外に新婚旅行
行ってきます！　玲

Qパパ・ママからのメッセージ
滑り台大好きなあ～ちゃん
これからも元気いっぱい育っ
てねQ

中島　とあちゃん
（H19.９.23生れ）
多久（鹿北）

赤赤赤赤ちちちちゃゃゃゃんんんん とととと みみみみんんんんなななな のののの 健健健健康康康康情情情情報報報報

Qわたしたちからのメッセージ
じいちゃん、ばあちゃん、
いつもありがとうQ

飯田　ひかりちゃん(左）
（H20.５.10生れ）

あかりちゃん(右)
（H20.５.10生れ）
芋生（鹿北）

ご注意を
赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

日時u４月２日E 鹿本　　　　　　　
４月６日B・13日B・20日B・27日B 山鹿

受付時間u13：30～15：00
場所u山　鹿→山鹿健康福祉センター

鹿　本→鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
持参品u印鑑・妊娠証明書

日時u４月２日E 鹿本　　　　　４月６日B 菊鹿　　　
４月13日B 山鹿・鹿北　　４月27日B 鹿央

受付時間u９：30～11：00
場所u山　鹿→山鹿健康福祉センター

鹿　北→鹿北老人福祉センター
菊　鹿→菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」
鹿　本→鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
鹿　央→鹿央多目的研修センター

母子健康手帳交付乳幼児健診
k山鹿健康福祉センター
＊３～４か月児健診（20年12月生）
日時u４月21日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿（三玉校区を除く）・鹿北・鹿央
＊７～８か月児健診（20年８月生）
日時u４月28日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿（三玉校区を除く）・鹿北・鹿央
＊１歳６か月児健診（19年８月生）
日時u４月７日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿（大道・三玉校区を除く）・鹿北・鹿央
＊３歳児健診（17年12月生）
日時u４月17日F 13：30～14：00受付
対象u山鹿（大道・三玉校区を除く）・鹿北・鹿央

k鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
＊乳児健診（20年８月・12月生）
日時u４月14日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿（三玉校区）・鹿本・菊鹿
＊１歳６か月児健診（19年８月生）
日時u４月22日D 13：30～14：00受付
対象u山鹿（大道・三玉校区）・鹿本・菊鹿
＊３歳児健診（17年12月生）
日時u４月23日E 13：30～14：00受付
対象u山鹿（大道・三玉校区）・鹿本・菊鹿

育児相談

平成21年度　個個個個別別別別予予予予防防防防接接接接種種種種について

平成21年度　山山山山鹿鹿鹿鹿市市市市各各各各種種種種健健健健診診診診の申込みはお済みですか？

お問い合わせは、お住まいの地域の保健師まで
・山鹿市役所健康増進課
（健康福祉センター内） 1４３‐００５０
・鹿北総合支所市民福祉課　　1３２‐３１１１
・菊鹿総合支所市民福祉課　　1４８‐３１１１
・鹿本総合支所市民福祉課　　1４６‐３１１２
・鹿央総合支所市民福祉課　　1３６‐３１１４

《麻しん風しん(ＭＲ)予防接種を受けましょう》
麻しん（はしか）は、感染力の大変強い感染症です。自
分が感染しないためだけではなく、周りの人に感染を広げ
ないためにも予防接種は有効です。体調の良いときに、早
めに接種を受けましょう。

《対象者》
第１期 生後１歳～２歳未満
第２期 ５歳以上７歳未満で小学校就学前の１年間(年長児)

（平成15年４月２日～平成16年４月１日生）
第３期 中学校１年生に相当する年齢の者

（平成８年４月２日～平成９年４月１日生）
第４期 高校３年生に相当する年齢の者

（平成３年４月２日～平成４年４月１日生）
接種期間u第２・３・４期の対象者は平成22年３月31日まで
接種料金u無料（対象年齢を過ぎると自己負担になります）

自己負担金u

定期年齢内であれば、自己負担はありません
予防接種に行く前にチェック□しましょう
□接種を受ける子どもの体調はよいですか？
□今回受ける予防接種について理解していますか？
□母子健康手帳と問診票（事前に記入してください）、
保険証は持ちましたか？
※母子健康手帳がないと予防接種は受けられません。
□日ごろの子どもの健康状態を知っている保護者が、
必ず連れて行きましょう。

※詳しい内容(接種年齢・接種間隔など)については、配布
されている予防接種手帳や説明書で確認してください。
※必ず事前に医療機関に電話予約をしてください。

※現在、日本脳炎の積極的な接種は行っていません。
ただし、感染する恐れが高いなど、特に接種を希望
される場合には、同意書に記入すると接種を受ける
ことができます。

平成21年度　個別予防接種実施医療機関一覧表

《特定健診とは》

医療機関名
（医院名）

井上小児科医院
上塚外科胃腸科医院
うちだ内科医院
さがわ医院
坂本医院
東内科小児科医院
三森循環器科呼吸器科病院
横手医院
吉里医院
山鹿市立病院
小林医院
きくか松岡クリニック
桑木内科
中川医院
平井藤岡医院
幸村医院

MR(麻しん風しん混合)
BCG

●

●
●

●

１・２期
●

●
●

●

●
●
●
●
●

三種混合

●

●
●

●

●
●
●
●
●

３期
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●

日本脳炎
１期

●
●
●

●

●

●

４期
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

献献献献 血血血血にご協力ください

場所と日時u

q山鹿警察署
４月21日C ９：00～11：30

wＪA鹿本本所
４月21日C 13：30～15：30

健診名

各種がん
集団検診

子宮がん
検診

歯周疾患
健診

特定健診

対象者
19歳以上の方
(健診内容によ
り異なるもの
もあります)

19歳以上の女
性

40～70歳の５
歳刻みの節目
年齢の者
国民健康保険
加入の40～74
歳の方
国民健康保険
加入の19～74
歳の希望者
生活保護世帯
の方の希望者

場 所

市内指定
箇所

指定医療機
関から選ん
でください
指定医療機
関から選ん
でください
指定医療機
関から選ん
でください

市内指定
箇所

健診時期

６～８月
の指定日

７～９月

７～９月

７～９月

７月の
指定日

内 容
胃がん・大腸がん・
腹部超音波・肺が
ん・乳がん・骨粗
鬆症・子宮がん・
肝炎ウイルス・前
立腺がん

子宮がん

歯および歯周組織
等の口腔内検査

問診・内科診察・身
体計測・血圧測定・
尿検査・血液検査

問診・内科診察・
身体計測・血圧測
定・尿検査・血液
検査

医療保険者（国民健康保険、全国
健康保険協会など）が40～74歳の
被保険者を対象に、メタボリック
シンドロームに着目した特定健
診・特定保健指導を実施します。
実施方法・時期は医療保険者によ
って異なります。詳しくは、医療
保険者にお尋ねください。

健診希望調査票の提出期限は、２
月末となっていましたが、まだ提出
していない方は、健康増進課または
各総合支所市民福祉課へ提出してく
ださい。(４月13日B最終締切）
※各健診料金に一部負担金があります。
※健診時期の２週間程度前に健診の
案内状を送付します。

受診方法

集団

個別医療
機関健診

個別医療
機関健診

個別医療
機関健診

集団
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◆市◇民◆文◇芸◆

【
短
　
歌
】

鹿
北
短
歌
会
　
三
月
例
会

小
雪
舞
ふ
露
天
風
呂
よ
り
一
望
の
竹
の
葉
先

の
し
な
る
清
し
さ
　
　
　
　
　
徳
永
　
則
子

越
冬
の
つ
ば
め
は
さ
ぞ
や
寒
か
ら
む
粉
雪
の

な
か
虎
落
笛
き
く
　
　
　
　
　
貞
熊
喜
美
子

盲
し
ひ
た
る
母
に
伝
え
ん
今
朝
の
雪
ひ
と
握

り
持
ち
施
設
へ
急
ぐ
　
　
　
　
深
牧
ミ
サ
キ

菊
鹿
短
歌
会
　
二
月
作
品

実
を
つ
け
ぬ
千
両
も
好
し
さ
み
ど
り
を
花
器

の
主
軸
に
た
め
ら
わ
ず
挿
す
　
坂
本
サ
チ
子

蝋
梅
の
香
り
仄
か
に
た
だ
よ
ふ
を
見
回
せ
ば

す
ぐ
頭
上
に
咲
け
り
　
　
　
　
長
野
　
節
子

石
蕗
の
葉
に
積
も
り
た
る
ぼ
た
ん
雪
愛
し
み

つ
つ
掬
ふ
夜
明
け
の
静
に
　
　
黒
田
　
依
子

山
鹿
石
人
短
歌
会

二
月
例
会

如
月
の
天
文
通
り
花
見
坂
　
百
年
の
の
ち
わ

れ
は
風
な
り
　
　
　
　
　
　
　
富
田
　
豊
子

み
な
そ
こ
に
手
の
平
程
の
清
水
湧
き
光
を
返

し
銀
砂
う
ご
め
く
　
　
　
　
　
池
田
依
維
子

ふ
り
し
ぼ
る
声
に
て
鳴
け
る
蟋
蟀
に
届
く
か

冴
え
し
満
月
光
は
　
　
　
　
　
立
山
　
メ
子

鹿
央
短
歌
会
　
二
月
作
品

互
選

ど
ん
ど
や
の
破
竹
の
音
も
す
さ
ま
じ
く
炎
は

空
に
う
ず
ま
き
の
ぼ
る
　
　
　
竹
原
　
黎
子

下
校
時
に
選
挙
カ
ー
よ
り
励
ま
し
の
言
葉
受

け
た
と
帰
る
や
孫
言
う
　
　
　
江
藤
　
恭
子

寒
き
朝
白
水
仙
の
乱
れ
咲
き
花
の
重
み
に
折

れ
る
も
香
れ
り
　
　
　
　
　
　
甲
山
　
妙
子

あ
じ
さ
ゐ
短
歌
会

陽
を
含
む
夜
具
に
ひ
と
ひ
ら
梅
の
花
触
れ
て

落
ち
ゆ
く
夢
の
世
界
へ
　
　
　
鹿
子
木
泰
子

や
は
ら
か
き
早
春
の
雨
ひ
と
日
降
る
墨
絵
ぼ

か
し
の
如
き
里
山
　
　
　
　
　
横
尾
　
ト
シ

飛
ぶ
こ
と
が
生
へ
と
結
ぶ
鳥
の
群
北
へ
北
へ

と
黒
き
つ
ぶ
つ
ぶ
　
　
　
　
　
山
口
　
信
博

鹿
本
短
歌
会
　
二
月
例
会

春
を
待
つ
も
の
限
り
な
し
か
ま
き
り
の
結
卵
け
ち
ら
ん

も
ま
た
梅
の
蕾
も
　
　
　
　
　
中
川
　
晶
子

リ
ハ
ビ
リ
に
漕
ぐ
自
転
車
の
ひ
た
す
ら
も
春

ま
だ
遠
く
風
の
つ
め
た
さ
　
　
後
藤
　
戌
雄

対
ひ
ゐ
て
故
も
わ
か
ず
に
胸
せ
ま
る
夫
の
遺

影
に
水
仙
に
ほ
ふ
　
　
　
　
　
田
中
　
静
香

【
俳
　
句
】

菊
鹿
銀
河
俳
句
会

ま
だ
生
き
て
い
る
ぞ
と
戦
友
の
年
賀
状

河
津
　
山
水

春
一
番
帽
子
コ
ロ
コ
ロ
１
ホ
ー
ル
　
　
　
　
　

古
家
ま
さ
る
　

転
げ
来
し
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
や
草
萌
ゆ
る
　
　
　

児
玉
て
る
美

タ
ッ
プ
俳
句
教
室
　
　
　

戸
を
た
た
く
春
の
あ
ら
し
に
目
を
さ
ま
し
　
　

大
園
美
奈
子

春
風
や
花
の
じ
ゅ
う
た
ん
散
歩
道
　
　
　
　
　

福
島
　
　
恵
　

春
眠
や
妻
の
言
い
付
け
忘
れ
け
り
　
　
　
　
　

村
上
　
真
一

鹿
本
俳
句
教
室
　
二
月
例
会

利
光
釈
郎
選

背
ナ
を
押
す
風
の
い
つ
し
か
春
隣
　
　
　
　
　

渡
辺
　
津
代

ま
き
寿
司
を
軽
や
か
に
巻
く
梅
二
月
　
　
　
　

斎
藤
え
い
子
　

早
春
賦
思
わ
ず
歌
う
日
和
か
な

福
島
　
幸
代

山
鹿
俳
句
会

二
月
例
会

岩
岡
中
正
選

苗
木
市
海
の
幸
ま
で
下
げ
帰
り
　
　
　
　
　
　

児
玉
　
徳
夫

砕
氷
船
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
岩
が
鳴
く
　
　
　

平
野
ム
ツ
子

桜
草
だ
け
は
１
ぱ
い
侘
住
居
　

中
原
美
智
子

【
肥
後
狂
句
】

肥
後
狂
句
や
ま
が
会

一
月
例
会

黒
田
如
水
選

寒
風
つ
い
て
　
人
命
救
助
向
こ
う
ヘ
リ
　
　
　

松
井
　
爆
笑

男
は
つ
ら
い
　
火
中
の
栗
も
拾
わ
な
ん
　
　
　

立
山
　
連
峰

男
は
つ
ら
い
　
前
立
腺
ま
で
悩
ま
な
ん
　
　
　

長
瀬
　
狂
介

寒
風
つ
い
て
　
朝
刊
配
る
美
少
年
　
　
　
　
　

小
野
三
ツ
葉

受
験
生
　
お
腹
こ
わ
す
な
風
邪
ひ
く
な
　
　
　

寺
本
凡
久
良

落
合
万
吉
選

一
人
前
　
鬼
棟
梁
の
お
か
げ
で
す
　
　
　
　
　

飯
田
　
東
原

男
は
つ
ら
い
　
無
様
な
背
中
見
せ
ら
れ
ん
　
　

竹
下
　
賀
松

寒
風
つ
い
て
　
港
に
戻
る
大
漁
旗宮

田
　
豆
塚

一
人
前
　
禿
げ
で
も
床
屋
負
け
き
ら
ん
　
　
　

黒
田
　
如
水

一
人
前
　
寡
婦
の
力
で
育
て
上
げ
　
　
　
　
　

古
庄
　
敬
子

河
鹿
会
　
肥
後
狂
句

二
月
例
会
　
　

石
本
邦
昭
選

年
賀
状
　
添
え
書
き
の
友
趣
味
に
生
き
　

飯
田
　
東
原

お
年
玉
　
今
年
は
爺
に
も
給
付
金荒

平
　
　
峠

今
年
こ
そ
　
身
を
固
め
ま
す
お
母
さ
ん

伊
東
　
　
元

広告募集中

広告募集中

広告募集中

広告募集中

広告募集中

広告募集中

広告募集中

２月

お
よ
ろ
こ
び
・
う
ぶ
ご
え
・
お
く
や
み

◆およろこび◆
山　鹿
山　鹿　在原　大貴さんQ池田　裕美さん

樺島　修一さんQ今川ゆかりさん
�永　武信さんQ矢野　友香さん
上手慎一郎さんQ高野　優子さん
丸山翔太郎さんQ宮�ゆかりさん
川口　　誠さんQ清田　博美さん

八　幡　竹熊　貴史さんQ穴井　裕美さん
三　玉　小山　雅己さんQ豊田亜由美さん
鹿　北

岩　野　山口　祐一さんQ秋好　　幸さん
鹿　本
来　民 川俣　仁人さんQ永田　早絵さん

松永　　健さんQ武石　典子さん

◆うぶごえ◆
山　鹿

山　鹿　吉川　有紀
ゆ き

さん　古閑宗一朗
そういちろう

さん

皆本　智紀
と も き

さん　森本　大輝
た い き

さん

志柿妃々花
こ こ な

さん　佐藤　龍馬
りゅうま

さん

江口　弘仁
ひろひと

さん　川上　慶太
け い た

さん

平井　宏樹
こ う き

さん　松本　悠希
ゆ う き

さん

川　辺 田邊　和希
か ず き

さん
八　幡 吉良創太郎

そ う た ろ う

さん　石橋　咲枝
さ え

さん
荒井　菜海

な な み

さん
三　岳　石田　　旺

あきら

さん

三　玉　森本　大凱
た い が

さん

大　道 市橋　陽斗
は る と

さん　野田　優月
ゆ づ き

さん
岡田　脩馬

は る ま

さん
菊　鹿

六　郷 小澄　瑛太
え い た

さん　渡辺　千裕
ち ひ ろ

さん
石阪　小葉

こ の は

さん
鹿　本
来　民 木内　咲希

さ き

さん　吉海　璃音
り よ

さん
川俣　智央

ち ひ ろ

さん
稲　田　大嶋日向子

ひ な こ

さん
鹿　央
千　田 宮口　心陽

こ は る

さん　森下　夢彩
む う あ

さん
米野岳 岩根　唯那

ゆ い な

さん

◆おくやみ◆
山　鹿
山　鹿　池田　悦子さん(23) 社方スギヱさん(96)

井口　岩男さん(94) 島田美佐子さん(59)
中井アサエさん(86) 戸上加代子さん(85)
米澤　浩二さん(37) 中島ユキヨさん(83)
芋生マサミさん(86) 角口　　毅さん(67)

米　田　有働　千歳さん(92)
八　幡 坂本　京子さん(65) 中司スエノさん(97)

大林コジマさん(92) 松永　貴文さん(40)
平小城 山口ヒル子さん(96) 田中スミ子さん(75)

上田ヒサヲさん(84)
三　岳　冨田リツ子さん(91) 池部ヤエ子さん(74)

船津　文二さん(81) 緒方　博子さん(72)
三　玉　淵上スソカさん(95) 池田　敬喜さん(81)
大　道 野滿　経平さん(79) 上妻聖武雄さん(68)

落合テルヨさん(91)
鹿　北

岩　野　松本　重雄さん(85) 竹下　建司さん(69)
太田黒　清さん(85) 古家アヤコさん(88)

広　見　中島　吉基さん(66)
菊　鹿
内　田 吉里　ヤスさん(93)  
六　郷 高塚　好信さん(82) 有働　三吉さん(84)
城　北 新谷　�孝さん(72) 古田ミヨ子さん(72)
鹿　本
来　民 豊田ノリ子さん(81) 野口　英明さん(81)

豊田モリエさん(84) 一村　一行さん(93)
衛藤　文子さん(82)

稲　田　野中アキ尾さん(102)  佐藤　シズさん(87)
津留　清人さん(104）冨田　利春さん(81)
八代　トメさん(85) 中田マツエさん(95)

中　富　長島　義一さん(75)
鹿　央

千　田 佐伯　　康さん(74)
米野岳 朝倉　俊道さん(75) 木下コズエさん(96)
山　内 冨田アツヨさん(94) 竹下　靜矢さん(60)

※２月中の届出受付分を掲載しています

■■山鹿市ホームページ バナー広告募集中！
市の財源確保と地域経済の活性化を目的に、市のホームペー
ジにバナー広告を募集しています。ホームページを開設して
いる事業所、商店の皆さん、市のホームページにバナー広告
を掲載しませんか。 問合せ…秘書課　1４３－１１１２



ホームページアドレス
http://www.city.yamaga.kumamoto.jp

エコマーク認定の再生紙を使用しています

■人口と世帯

＊掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決め
による漢字を使用しています（広聴広報係）

広報やまが　2009.4.1 24

■編集発行
〒８６１‐０５９２
熊本県山鹿市役所
総務部秘書課
広聴広報係
10968‐43‐1112
50968‐44‐0373
（毎月１日・15日発行）

原画：城北高等学校　美術部

編
集
後
記

Q
四
月
は
新
入
学
、
新
学
期
と
新
し
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
心
機
一
転
、
期
待
と
や

る
気
で
夢
膨
ら
む
ス
タ
ー
ト
の
季
節
で
す
。

ま
た
、
期
待
と
不
安
の
入
り
混
ざ
っ
た
、
ち

ょ
っ
ぴ
り
緊
張
す
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

Q
四
月
は
通
称
で
は
卯
月
と
言
い
ま
す
が
、

卯
月
は
、
卯
の
花
（
う
づ
き
の
花
）
が
咲
く

季
節
な
の
で
、「
卯
の
花
月
」
の
略
と
す
る
説

が
有
力
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

(

才)
S

ニ
ュ
ー
ス
で
、
黄
砂
に
注
意
す
る
よ
う
呼

び
か
け
の
放
送
が
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
黄
砂

に
よ
る
影
響
は
、
視
界
が
悪
く
な
る
程
度
で

あ
れ
ば
、
支
障
を
き
た
し
ま
せ
ん
が
、
ぜ
ん

息
な
ど
の
健
康
被
害
や
、
黄
砂
が
降
り
積
も

る
こ
と
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
、
ま
た
、
洗

濯
物
が
外
に
干
せ
な
い
、
建
物
・
車
な
ど
へ

の
付
着
な
ど
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
温
暖
化

な
ど
に
よ
る
砂
漠
化
が
、
被
害
に
拍
車
を
か

け
て
い
ま
す
。
人
類
へ
地
球
か
ら
の
し
っ
ぺ

返
し
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

S

こ
の
広
報
が
手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
桜

が
満
開
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
が
少
な
い
世
の
中
で
す
。
せ
め

て
心
が
明
る
く
な
る
よ
う
、
花
見
な
ど
外
へ

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

(

か)

人口　　58,204（－18）
男　　27,513（－12）
女　　30,691（－６）
世帯数　21,026（＋３）
２月末現在（前月末比）


